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令和６年度実施の事業について
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がんと診断される前の都民に対する普及啓発動画の制作及び広告配信について

▶目 的：がんの疑いへの不安から冷静な判断が困難となり、退職・廃業を検討している都民に対し、必要な情報を
効果的に届け、診断直後等の早期退職を防止する。

▶主な対象：がんの疑いに不安を抱えている就労世代の都民
▶視聴方法：東京動画、東京都公式YouTubeチャンネル及び東京都がんポータルサイトにて閲覧可能
▶周知方法：YouTubeインストリーム広告として配信

配信に当たっては、年代の絞り込みやキーワード設定等によりターゲティングを行う。
▶内 容：➢動画は30～60秒の実写で作成（併せて、15秒の短尺版も作成）

➢動画に盛り込む内容（案）は以下の通り
・がんの治療と仕事を両立している方も多いため、急いで退職・廃業する必要はない。
・不安な方は、がんと診断された後はもちろん、診断前でもがん相談支援センターで相談できる。
・科学的根拠に基づかない情報には要注意、公的サイト等の信頼できる情報源を確認してほしい。
・詳細は、「東京都がんポータルサイト」で確認を。
➢動画タイトル「あなたと、あなたの大切な人の未来のために。」

▶スケジュール：

時期 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7.1月 2月 3月

内容
企画提案審
査会

契約締結
動画制作開
始

☆WG
動画完成 広告配信 効果検証
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がんになった従業員の治療と仕事の両立支援セミナーについて

▶主な対象 ：主に中小規模の都内企業の経営者、人事労務担当者及び産業医等の産業保健スタッフ
▶開催方法 ：対面とオンラインのハイブリット開催（終了後、がんポータルサイト上でアーカイブ配信）
▶開催回数 ：２回
▶開催規模 ：各回300名（対面150名、オンライン150名）
▶内容（案）：➢がん患者への就労支援の意義、柔軟な働き方の活用方法についての講義

（北里大学医学部衛生学講師 武藤剛氏）

➢サポートブック等を用いて、その内容や企業内での活用方法を紹介
（東京都社会保険労務士会より講師派遣）

➢がん患者等を雇用する企業による、治療と仕事の両立支援に関する取組紹介
➢がん罹患経験者による、治療と仕事の両立に関する体験談
（一般社団法人がんチャレンジャー 花木裕介氏）

➢治療と仕事の両立支援の実践をテーマとしたパネルディスカッション
➢企業等に対する個別相談（セミナー会場に個別相談ブースを設置し、社会保険労務士が対応）
➢行政関係機関による情報提供ブースの設置

▶スケジュール：

時期 8月 9月 10月 11月 12月 R7.1月 2月 3月

実施内容
契約締結
開催準備

☆第1回目
開催(23区)

☆第2回目
開催(多摩)
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